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2010 年の住宅用冷暖房用のエネルギー消費は 1330 億

kWh で、住宅エネルギー総消費の約 4 分の 1 を占めてい

ます。日本の気候では冷暖房を兼ねた設備が求められて

おり、家庭のエアコン普及率は 90%と非常に高いです

（2011 年推計）（EDMC 2013）。本シミュレーションでは、

住宅用冷暖房設備におけるエネルギー消費量に大きな影

響を与える 4 つの要素（ホーム・エネルギー・マネジメント・

システム（HEMS）の導入、住宅用断熱材、家庭用冷暖房

機器の電化、エネルギー効率）を考慮し、4 つのレベルを

設定しています(図 1)。詳しい設定に関してはエクセル・ス

プレッドシートモデルを参照してください（Zhou, et al. 2014）。 

 

 

 

 

 

 

ホーム・エネルギー・マネジメント・システム

（HEMS）の導入 

レベル 内容 

1 
HEMS が導入されず、エネルギー需要も

減少しない。 

2 

HEMS の導入率が徐々に高まり、家庭用

冷暖房エネルギー需要の減少率がレベ

ル 1 と比較して 7%になる。 

3 
同減少率がレベル 1 と比較して 9%にな

る。 

4 
同減少率がレベル 1 と比較して 10%にな

る。 

※HEMS とは住宅の電力供給を管理して省エネを支

援するネットワークシステムである（Umer et al. 

2014）。現在 HEMS を導入している家庭は限られ

ているが、適切な対策をとれば HEMS を導入する

家庭が次第に増えていくと期待される。 

 

 

 

 

住宅用断熱材 

レベル 内容 

1 
断熱材による家庭用冷暖房エネルギー

需要の減少がほとんどない。 

2 

断熱材による家屋のエネルギー効率が

徐々に高まり、2050 年におけるエネルギ

ー需要の減少率がレベル 1 と比較して

35%になる。 

3 
2050 年における同減少率が 38%にな

る。 

4 
2050 年における同減少率が 40%にな

る。 

※ 冷暖房エネルギー需要は家屋に使用される断

熱材によって左右される。2010 年現在で 1999

年に制定された現行の断熱材基準を満たして

いる家庭は約 6%で、過半数の家庭はエネルギ

ー効率が現行の基準の半分にも満たない 1980

年以前に制定された基準しか満たしていない。 

※ 先導的低炭素技術は、環境省 L2-Tech リストの

「D-0１-0１１ 窓ガラス」、「D-0１-0１2 窓

（サッシと窓ガラスの全体）」、「D-0１-0１3 断

熱材(押出法ポリスチレンフォーム)」 と「D-0１

-0１4 断熱材(グラスウール)」 を参照（環境省 

2014、2015）。 



 
 

 

家庭用冷暖房機器の電化 

レベル 内容 

1 

現在と同じレベルのエネルギー効率で、電化

率が 2050 年まで 2005 年の水準のまま推移

する。ガス消費量が総エネルギー消費量の

28%を占め、電化暖房器具の割合は 50%、灯

油の使用が 22%に留まるとした。 

2 
電化暖房器具の割合が 2050 年に 60%にな

る。 

3 同割合が 2050 年に 70%になる。 

4 同割合が 2050 年に 80%になる。 

エネルギー効率 

レベル 内容 

1 

冷暖房エアコンの成績係数（COP）及びガス・

灯油ボイラーのエネルギー効率が 2010 年と

同様のレベルで推移する。 

2 

冷暖房エアコンの COP は 2050 年まで徐々

に向上していく。暖房用エアコンは効率が

2010 年と比べて 1.66 倍に改善し、冷房用

エアコンは 1.95 倍に改善する。ガス・灯油ボイ

ラーのエネルギー効率はほとんど変わらない。 

3 レベル 2 と同様。 

4 レベル 2 と同様。 

※ 先導的低炭素技術は、環境省 L2-Tech リストの「D-

0１-00１ ルームエアコン(代替フロン R32)」 を参照

（環境省 2014、2015）。 
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図１：全てレベル 1 と全てレベル 4 における家庭用冷暖房エネルギー需要 (TWh) 


